
【国指定重要無形民俗文化財】

川内大綱引 （令和６年３月21日指定）

○ 所 在 地 薩摩川内市

○ 所有者等 川内大綱引保存会

○ 特 徴

く に してい じゅ うよ う むけ いみんぞ くぶん かざい

せんだいおおつなひき

南 九 州
みなみきゅうしゅう

一帯
いったい

は，十五夜
じゅうごや

綱引
つなひ

きが盛
さか

んな地域で，旧暦
きゅうれき

８月15日を中心に豊作
ほうさく

や無病
むびょう

息災
そくさい

などを祈願
きがん

して綱引きを行う所が多くあります。川内大綱引は，薩摩川

内市に伝承
でんしょう

される大規模
だ い き ぼ

な綱引き行事です。 

綱
つな

練
ねり

と呼ばれる綱
つな

の制作と，本綱
ほんづな

とよばれる本番の綱引きから構成
こうせい

されていま

す。綱練は，行事当日
とうじつ

の早朝より，多くの市民
しみん

が参加
さんか

して行われ，半日掛
かか

かりで綱の

両端
りょうたん

に「ワサ」と呼ばれる大きな輪が付く大きな一本
いっぽん

綱
つな

を完成させます。 

本綱は，当日の夜に上半身裸の男性が，上方
かみかた

と下方
しもかた

に別れ，一番
いちばん

太鼓
たいこ

や大将
たいしょう

，押
おし

大将
たいしょう

などの指揮
し き

のもと太鼓隊
たいこたい

，押隊
おしたい

などの集団が連携
れんけい

し，勇壮
ゆうそう

に引き合います。 

川内大綱引は，商業地
しょうぎょうち

を背景
はいけい

とした競技性
きょうぎせい

の強い綱引き行事として発展
はってん

してい

きました。九州地方における綱引き行事の地域的
ちいきてき

な展開
てんかい

や我が国における綱引き行

事の変遷
へんせん

を理解
りかい

する上で重要
じゅうよう

です。 

 

（写真提供：薩摩川内市教育委員会）

さ つ ま せ ん だ い し

綱練の様子

本綱の様子

し ょ ざ い ち

し ょ ゆ う し ゃ

と く ち ょ う


